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●床に直接設置されますと、接着テープが強力なため、取外しを行う際に床面に傷がついたり、床材の
はがれにつながりますので、床に直接設置する場合は、あらかじめ薄いゴムシート等を敷いていただく
ことをおすすめします。

●設置する際は指・足等を挟まないようにご注意ください。
●洗剤・その他薬品等が付着した場合、色落ち・色移りしますのでご注意ください。
●本品は洗濯機の振動を完全に防止するものではありません。

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、または物的損害が発生する危険な状態が
生じることが想定されます。

ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果（傷害・物損）に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

洗濯機用
かさ上げ台

取扱施工説明書

お読みになったあとは､いつでも見られるところに
必ず保管してください。

このたびは、当社製品をお買い求めいただき、
まことにありがとうございました。

施工および使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。

使用前に必ずお読みください。

安全上のご注意

製品図 寸法図

必ず実行していただく
「強制」 を示します。

してはいけない
「禁止」 を示します。

気をつけていただきたい
「注意」 を示します。

●洗濯機を設置する際、洗濯機の下底部の突起には手を触れないでください。
●本品を重ねての使用はやめてください。設置が不安定になり、騒音や洗濯機の転倒の原因となります。
●洗濯機を設置する際、本品の縁に洗濯機脚を載せないでください。必ず縁の内側の防振ゴム上に

洗濯機を設置してください。設置が不安定になり、騒音や洗濯機の転倒の原因となります。
●火気や高温になるものを近づけないでください。変形の原因となります。

●防水パンとの接着面は、必ず汚れ・ホコリ・水分を拭き取ってください。粘着力低下の原因となります。
●洗濯機は必ず水平に設置してください。洗濯機の振動・騒音の原因となります。
●洗濯機が異常に振動・騒音を発している場合は危険ですので使用を中止し、洗濯機メーカーに

お問い合わせください。

防振ゴム

粘着シート



禁止

注意

M-H0713A1122TT

●水と住まいの接点

本 社 〒550-0012 大阪市西区立売堀1-4-4 （06）6538-1124

無断転載・複写を禁ず

必ず実行

必ず実行

↓正面↓
洗濯機

製品の縁に洗濯機を載せると不安定と
なり非常に危険です。必ず縁の内側の
防振ゴム上に載せてください。

設置の際は洗濯機が非常に重く危険
ですので、ゆっくりと安全を確認しながら
設置してください。

防水パンに設置する際は、防水パンの
縁底の丸みを避けて平らな面に設置
してください。

縁の閉じている角を洗濯機の四隅に
向けて設置してください。

施工方法 施工方法（つづき）

1. 設置面を清掃します。

2. 設置位置を決めます。

4. 防振ゴムを確認します。

3. かさ上げ台を設置します。
5. 洗濯機を設置します。

本品を設置する面のホコリや汚れをきれいに拭き
取ってください。

洗濯機脚の位置を鉛筆やテープ等で印付けし、
本品の設置位置を決めてください。
＊製品の底面部と防振ゴムのサイズは同じです。

位置決めの際に目安としてください。

粘着シートの剥離紙をはがし、位置を調整しながら
設置します。設置の際、製品の縁の閉じている角を
洗濯機の四隅に向けて設置し、最後に上からしっかり
と押さえてください。

防振ゴムの表裏と、防振ゴムの溝の向きが洗濯機の
正面と平行になっていることをご確認ください。

本品の上に洗濯機を設置してください。

＊一度貼りつけると非常にはがしづらいため、
設置の際はご注意ください。

防振ゴムの溝は洗濯機の
正面に対して平行にする

凸幅が細い 凸幅が太い

表(洗濯機側) 裏(かさ上げ台側)

洗濯機脚


